
 

 

 

             

 

牧師    間渕  善彦 

今年は４月１日（日）がイースター（復活祭）です。教会ではイエス・キリストの復活をお祝

いいたします。 

 旧約聖書にアブラハムという人が登場します。アブラハムは、信仰の父と呼ばれる人です。彼

は息子イサクをモリヤの山で供え物としてささげるように神に命じられました。彼は神の命じら

れたとおりに従おうとしました。そして、山に向かい、従者に、「お前たちは、ろばと一緒にここ

で待っていなさい。わたしと息子はあそこへ行って、礼拝をして、また戻ってくる」（創世記22:5）

と語りました。この「戻ってくる」という言葉は、2 人で帰ってくることを意味しています。彼

は、「神が人を死者の中から生き返らせることもおできになる」（ヘブライ 11:19）と信じていた

ので、あえて愛する息子イサクをささげようとしたのです。このように、アブラハムにはすでに

復活の信仰がありました。 

 アブラハムは、祭壇を築き、薪を並べて、息子イサクを縛って祭壇の薪の上に載せ、まさに刃

物で、息子を殺そうとした時、その子に手を下してはならない、と天から神の声がありました。

アブラハムの神に対する信仰は認められたのです。アブラハムが目を凝らして周りを見わたすと、

何と後ろの方に一匹の羊がいるではありませんか。これは息子イサクの代わりに、神が備えてく

ださいました供え物の羊でありました。 

 イエス・キリストは、わたしたちの代わりに十字架につけられ、死なれたのです。そして、そ

のイエスを神は3日目に復活させられました。本来ならば、わたしたちが自分の罪のために十字

架につけられなければならなかったでしょう。アブラハムに息子イサクに代わる羊が備えられた

ように、わたしたちのためにイエス・キリストが備えられたのです。わたしたちに代わってイエ

スが十字架で死んでくださることによって、本来自分の罪によって死ななければならなかったわ

たしたちが、神から命をいただいたと言うことです。 

この神とアブラハムとの出来事は、神とわたしたち人間との関係を指し示しています。わたし

たちの人生には失敗や挫折が付きものです。キリストが死を乗り越えてよみがえられたというこ

とは、わたしたちが悔い改めさえすれば、人生を何度でもやり直せるということです。アブラハ

ムのように、「神が人を死者の中から生き返らせることもおできになる」と信じるなら、神はその

人生を必ずや祝福してくださるでしょう。 
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 私は両親がクリスチャンであったため、物心ついたときから教会に通って（通わされて）

いた。そのため幼少時から神と天の国の存在を疑ったことは基本的になく、いわゆる「信じ」

「祈る」ことは空気のように当たり前の状況であった。しかし今考えるとその内容は実に自

分本位なものであり、十字架による贖いこそが信仰の枢要であるとの意識はなかった。若く

してバプテスマを受けたが、罪への深刻な苦悩と闘いに基づく内なる大きな回心を経てキリ

スト者とされたわけではないので、その信仰は表面的であり本質を心に根付かせたものでは

なかったと反省せざるをえない。 

しかし、後に自らの愚かさとその背後に屹立し自我を規定している罪の深さと真剣に向か

い合うことを得、そこから救われ、滅びから逃れるためには尊い御子の十字架による贖いを

自らのものとして受け入れる信仰以外に全くありえないことを強く心に刻まれえて、ようや

く信仰の基礎が与えられたと考えている。「十字架にすがる」ことしかできない自分の発見

である。 

内村鑑三は、「第一に、自己の堕落を示され（善なる者、われにはおらず）、第二に、悲惨

なる状態にあるを自覚し（あわれ悩める人かな）、第三に、上よりの恩恵によりて救われし

を感謝する」ことを「救いの三階段」とよんでいる。こうした階段を経過するという信仰を

神からのたまものとして、与えられる価値の皆無の自分が与えられたことにただ感謝するし

かない。 
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「イースター」ってなぁに？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

どなたでも歓迎いたします。 

ご一緒にイースター礼拝を守りましょう。 

 

 

  
 

  

 

4 月２２日(日)  12 時 30 分～14 時まで  

今年も春のバザーを行います。喫茶コーナーもございます。 

教会で、ゆっくりお過ごしください。 

どなたでも、お待ちしています。 

 

2018 年 4月 1日(日)

午前 10時 30～12 時 

イエス・キリストが十字架にかけられて殺され、埋葬された後、３日目の

日曜日の早朝に復活されたことをお祝いする日です。 

キリスト教会では、キリストが復活された日曜日を「主の日」と呼んで、

教会に集まり礼拝をします。 

イースターは、「移動祝日」で、年毎に日が変わります。基本的には、

春分の後の最初の満月の次に来る日曜日です。満月が日曜日になっ

たら、次の日曜日に復活祭を行います。今年は4月1日の日曜日です。 
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※当教会はプロテスタント教会です。エホバの証人、モルモン教、統一協会などとは異なります。 

教会学校（成人科） 

 

 礼拝の中で、牧師のお話を聞いて、

感想や意見を述べ合います。わから

ないところは質問もできます。 

毎週日曜日  礼拝後 

教会学校（幼児科） 

 

 かわいい讃美歌を歌って、聖書のやさ

しいお話を聞きます。お祈りもします。

 

毎週日曜日  午前10時～10時20分 

聖書を学ぶ会 

 

 牧師から詳しく聖書を学びます。 

 讃美歌も歌い楽しい会です。 

 

毎週火曜日  午後1時30分～2時30分 

聖書研究・祈り会 

 

 静かな夕べに聖書を学びます。 

 共に祈り合います。 

 

毎週水曜日  午後7時30分～8時30分 


